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犬山市フューチャーセッション 2022～ ＞＞＞「想像の未来」から「創造する未来」へ。犬山を舞台に何かを

やってみたいと集まったメンバーが、自由に語り合い、対話から新たな価値を生み出す「創造的な語り場」です。これ

から一歩を踏み出す人も、既に踏み出している人も、新たな出会いを通じて自分と犬山の未来へと繋いでいきましょう。
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テーマセッション１

SEASON６テーマ 私の一歩につながる出会い

大自然の語り場 焚火を囲んで語ろう

あなたの心に火を灯す
11･12月
Session

テーマ

「もし○○なら、□□してみたい！」を語り合おう

はじめに

11/18
Fri.

R4

in

夢発心

●一緒にやってくれる人がいたら、生きづらさ
や親子関係で行き詰まっている人達の対話の場
を創りたい ●できるなら、城下町に店をもう1
店舗出してみたい ●警官になれたら、よしもと
新喜劇の駐在さんのようになりたい

自己紹介&
アイスブレイク

●コロナが無くなったら、大勢でバーベキューを
やりたい ●行動力があったら、ディズニーキャ
ストをしてみたい ●機会があれば、ディズニー
パレードの演出をしてみたい

●身体がもう1つあったら、音楽フェスとマル
シェを同時にやってみたい ●海外旅行に行けた
なら、フィンランドでノルディックウォーキン
グとサウナを体験したい ●無料で使ってよい空
き工場があったら、農業機械を置いて学校を開き
たい

セッションでは、グループごとに小さ
な焚火を囲みながら、「実現したい夢
は？」「機会があったらやってみたい、
と密かに思っていること」などをグ
ループでじっくり話すことができまし
た。

野外＆夜のセッション
がスタート！協働プラ
ザスタッフより、FS＠
犬山で大切にしている
「3つの約束」等を紙
芝居風に紹介して、い
ぬクラに進行のバトン
を渡しました。

心だけじゃなく身体
も温めていこう！と、
自己紹介とともに、
リズムに合わせてハ
イタッチ！

11月vol.5のFS＠犬山は、栗栖地区にあ
る「夢発心～アウトドアフィールド～」
を会場に、新規参加2名を含めた9名の
参加者でセッションを行いました。
冬の星空の下、幻想的な風景の中で焚火
を囲みながら、一人ひとりが心の中にあ
る「思い」を感じ、それを言葉にしてい
く時間に。「焚火が人の心を柔らかくす
る」という感想もあり、思いを感じ合い
ながらゆったり語り合う場となりました。
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セッション２ テーマ

結果の共有 メインの焚火に戻り、セッション２で話したことや「もし〇〇なら…」という発想をきっか
けに、グループでの話にどんな変化があったかなどを、全体で共有しました。

「もし○○なら…」を深掘りしてみよう

👉Keyword

セッション終了後も残り火にあたりながら、参加者同士
で持ち寄ったチラシを紹介したり、情報交換など交流を
楽しみました。12月も引き続き夢発心を会場に、焚火
を囲みながら「思い」を語り合い、皆さんの一歩につな
がる出会いの場を創っていきます。次回もお楽しみに！

1回目のセッションの全体共有を聞いた後、希望者は気になるグループへ移動。2回目のセッションで
は、自分の「もし〇〇なら…」を深掘りしました。「なぜそれをやってみたいのか」という“思い”の
部分を、火にあたりながら言葉にして伝え合い、普段だと人に質問するのは躊躇することも、自然に
質問し合い、対話を深めることができました。

◆ コロナが無くなったら、大勢でわいわいバーベキューを行
いたい

◆ バーベキューはあくまでも⼿段であって、みんなで集まっ
てコミュニケーションをとりたい

◆ 何気ないことが幸せで、とても重要なのかもしれないとい
うことに、コロナ禍で気付いた

◆ 無料で使ってよい空き工場があったら、農業機械を置い
て学校を開きたい

◆ 世間一般では、幼稚園などから小学校へと迷いなく進学
していき、学校に行きづらくなってから学校を探し始め
るのが主流であり、オルタナティブスクールのように、
学校にも選択肢があると良い

◆ 一緒にやってくれる人がいれば、生きづらさや親子関係で
行き詰まっている人達の対話の場を創りたい

◆ 独居⽼人も居場所がなく、ひとりでひきこもりになること
もあるため、「居場所」があると良い

◆ 月に１回、ここに来れば人が集まっていて、悩みや夢など
の重く大きいものではなく、何かを話せるくらいの、誰で
も来れる場にしたい

◆ この焚き火を囲んだ会はとても良く、珈琲や焼き芋をしな
がら、大人の「焚き火を囲んでの哲学対話」もできたら
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